
（第 3種郵便物認可）（11） 2 0 1 9 年（令和元年）7 月 2 3 日（火曜日）

　
交
通
事
故
に
お
け
る
被
害

者
の
医
療
費
・
施
術
費
の
問

題
は
、
迅
速
な
救
済
が
要
求

さ
れ
る
被
害
者
に
対
し
て
、

必
要
か
つ
十
分
な
治
療
を
受

け
る
環
境
を
確
保
す
る
こ
と

と
、
そ
れ
に
要
す
る
費
用
の

額
が
公
正
で
か
つ
合
理
的
で

あ
る
と
い
う
、
理
論
的
に
も

実
務
的
に
も
容
易
に
は
解
決

で
き
な
い
問
題
で
あ
る
。
そ

し
て
こ
れ
は
、
古
く
て
新
し

い
課
題
で
あ
り
、
新
た
に
検

討
す
べ
き
問
題
点
が
医
療
技

術
の
進
歩
や
規
制
緩
和
な
ど

の
流
れ
の
中
で
生
じ
て
き
て

い
る
。

　
国
民
皆
保
険
制
度
の
下

で
、
医
療
機
関
に
よ
る
診
療

報
酬
は
医
科
診
療
報
酬
保
険

点
数
制
度
に
よ
っ
て
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
さ
れ
て
お
り
、
交
通

事
故
に
よ
る
傷
病
も
こ
の
保

険
制
度
の
対
象
で
あ
る
。
し

か
し
、
自
動
車
事
故
に
健
康

保
険
は
適
用
さ
れ
な
い
な
ど

の
誤
解
（
悪
意
的
と
い
っ
て

よ
い
か
も
し
れ
な
い
）
に
よ

り
、
交
通
事
故
は
健
康
保
険

の
適
用
外
の
自
由
診
療
で
あ

り
、
保
険
点
数
制
度
に
は
拘

束
さ
れ
な
い
と
判
断
す
る
医

師
が
存
在
し
、
健
康
保
険
適

用
の
可
否
と
そ
の
診
療
報
酬

額
を
め
ぐ
る
争
い
が
多
く
生

じ
て
い
た
。

　
健
康
保
険
適
用
に
つ
い
て

は
、
下
級
審
裁
判
例
（
大
阪

地
判
昭
和
60
年
６
月
28
日
交

民
集
18
巻
３
号
９
２
７
頁
）

に
よ
っ
て
、
健
康
保
険
診
療

拒
否
の
違
法
性
が
認
め
ら
れ

る
と
こ
ろ
と
な
り
、
診
療
報

酬
額
に
つ
い
て
は
、
同
じ
く

下
級
審
裁
判
例
で
は
あ
る
が

平
成
元
年
１
点
10
円
判
決

（
東
京
地
判
平
成
元
年
３
月

14
日
判
時
１
３
０
１
号
21

頁
）
が
こ
の
問
題
に
一
応
の

終
止
符
を
打
つ
も
の
と
な
っ

た
。

　
最
近
の
問
題
と
し
て
、
医

療
類
似
行
為
に
よ
る
施
術
費

用
が
あ
り
、
施
術
の
必
要

性
、
相
当
性
そ
し
て
合
理
性

が
争
わ
れ
る
事
案
が
多
数
あ

る
と
同
時
に
、
マ
ス
コ
ミ
に

よ
っ
て
不
正
請
求
が
刑
事
事

件
へ
と
発
展
し
た
ケ
ー
ス
な

ど
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
の

問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
本
書
は
、
こ
の
よ
う
な
交

通
事
故
に
お
け
る
医
療
費
・

施
術
費
問
題
に
つ
き
、
そ
の

主
な
論
点
を
取
り
上
げ
、
関

連
す
る
重
要
な
資
料
を
引
用

す
る
と
と
も
に
、
判
例
を
参

照
の
上
で
詳
細
な
説
明
を
加

え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
も
定
評
の
あ
っ
た
江
口
保

夫
、
江
口
美
葆
子
両
弁
護
士

の
手
に
よ
る
第
二
版
の
改
訂

に
際
し
、
交
通
事
故
関
係
で

多
く
の
裁
判
を
担
当
し
、
自

賠
責
保
険
審
議
会
を
は
じ
め

と
し
、
国
の
各
種
委
員
会
委

員
等
を
務
め
る
古
笛
恵
子
弁

護
士
が
加
わ
り
、
消
費
者
契

約
法
な
ど
の
法
令
や
判
例
そ

し
て
学
説
の
状
況
な
ど
が
ア

ッ
プ
デ
ー
ト
さ
れ
、
内
容
の

充
実
が
図
ら
れ
た
。

　
本
書
の
構
成
は
、
Ⅰ
医
療

費
を
め
ぐ
る
法
的
関
係
、
Ⅱ

診
療
契
約
に
よ
る
報
酬
、
Ⅲ

損
害
賠
償
の
対
象
と
な
る
医

療
費
、
Ⅳ
医
療
費
に
関
す
る

裁
判
例
、
Ⅴ
高
額
診
療
に
関

す
る
学
説
、
Ⅵ
医
行
為
と
医

業
類
似
行
為
、
Ⅶ
損
害
賠
償

の
対
象
と
な
る
施
術
費
、
Ⅷ

施
術
費
に
関
す
る
裁
判
例
、

Ⅸ
施
術
費
に
関
す
る
学
説
、

そ
し
て
巻
末
の
資
料
か
ら
な

る
。

　
Ⅰ
で
は
、
交
通
事
故
を
め

ぐ
る
医
療
費
の
法
的
関
係
に

つ
い
て
解
説
が
加
え
ら
れ
て

い
る
。
特
に
交
通
事
故
被
害

者
の
医
療
費
に
つ
い
て
は
、

加
害
者
と
被
害
者
の
損
害
賠

償
責
任
関
係
に
加
え
、
さ
ら

に
治
療
主
体
と
し
て
の
医
療

機
関
、
被
保
険
者
と
保
険
者

が
関
与
す
る
複
雑
な
形
態
と

な
る
。
さ
ら
に
、
自
賠
責
保

険
固
有
の
直
接
請
求
権
や
自

賠
責
保
険
と
任
意
保
険
の
２

階
建
て
構
造
か
ら
生
じ
る
一

括
払
い
の
問
題
が
あ
る
。

　
Ⅱ
で
は
、
自
由
診
療
お
よ

び
健
康
保
険
診
療
の
報
酬
に

つ
い
て
解
説
が
加
え
ら
れ
て

い
る
が
、
特
に
平
成
元
年
１

点
10
円
判
決
を
取
り
上
げ
、

そ
こ
か
ら
派
生
す
る
論
点
に

検
討
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

　
Ⅲ
で
は
、
加
害
者
が
負
担

す
べ
き
医
療
費
の
範
囲
と
し

て
の
医
療
費
の
問
題
が
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し

て
、
健
保
適
用
を
め
ぐ
る
経

緯
と
そ
れ
に
関
す
る
厚
労
省

の
通
達
な
ど
が
時
系
列
に
従

っ
て
引
用
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
健
康
保
険
一
括
払
い
と

人
身
傷
害
保
険
一
括
払
い
の

問
題
点
に
も
触
れ
て
い
る
。

　
Ⅳ
で
は
、
平
成
元
年
１
点

10
円
判
決
以
後
の
下
級
審
裁

判
例
の
判
旨
を
取
り
上
げ
、

若
干
の
コ
メ
ン
ト
が
付
さ
れ

て
い
る
。
特
に
、
平
成
23
年

１
点
10
円
判
決
（
東
京
地
判

平
成
23
年
５
月
31
日
自
保
ジ

ャ
１
８
５
０
号
１
頁
）
と
平

成
25
年
１
点
10
円
判
決
（
東

京
地
判
平
成
25
年
８
月
６
日

交
民
集
46
巻
４
号
１
０
３
１

頁
）
を
極
め
て
大
き
な
意
義

を
有
す
る
も
の
と
し
て
い

る
。

　
Ⅴ
で
は
、
高
額
医
療
に
関

す
る
学
説
の
状
況
を
、
平
成

元
年
１
点
10
円
判
決
前
お
よ

び
そ
れ
以
降
、
そ
し
て
平
成

23
年
お
よ
び
平
成
25
年
の
１

点
10
円
判
決
以
降
に
分
類
し

て
紹
介
し
て
い
る
。

　
Ⅵ
、
Ⅶ
、
Ⅷ
で
は
、
近
時

注
目
を
集
め
て
い
る
医
業
類

似
行
為
、
特
に
柔
道
整
復
師

に
よ
る
施
術
に
関
す
る
問
題

点
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て

い
る
。
Ⅶ
で
は
施
術
費
に
関

す
る
３
人
の
裁
判
官
の
講
演

要
旨
が
引
用
さ
れ
、
論
点
の

明
確
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。

Ⅷ
で
は
、
施
術
費
に
関
す
る

下
級
審
裁
判
例
の
判
旨
を
引

用
す
る
と
と
も
に
、
コ
メ
ン

ト
が
付
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
本
書
は
、
交

通
事
故
に
お
け
る
医
療
費
・

施
術
費
問
題
に
つ
い
て
そ
の

概
要
を
紹
介
す
る
と
と
も

に
、
下
級
審
裁
判
例
や
学
説

な
ど
の
状
況
も
き
ち
ん
と
フ

ォ
ロ
ー
し
て
お
り
、
交
通
事

故
関
係
の
弁
護
士
に
限
ら

ず
、
保
険
会
社
や
病
院
関
係

者
に
と
っ
て
も
問
題
を
的
確

に
理
解
す
る
た
め
の
絶
好
の

書
物
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　（
Ｂ
５
判
／
２
４
４
ペ
ー

ジ
、
保
険
毎
日
新
聞
社
刊
、

19
年
５
月
発
行
、
本
体
価
格

３
６
０
０
円
＋
税
）

［評者］　

福
田
弥
夫（
日
本
大
学
危
機
管
理
学
部
　
学
部
長・教
授
）

主
要
論
点
を
整
理
、問
題
点
理
解
に
最
適

　
共
栄
火
災
は
７
月
７

日
、
長
野
県
上
水
内
郡
信

濃
町
の
野
尻
湖
特
設
会
場

お
よ
び
周
辺
コ
ー
ス
で
開

催
さ
れ
た
「
２
０
１
９
野

尻
湖
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
in

信
州
信
濃
町
」
（
主
催
：

野
尻
湖
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

大
会
実
行
委
員
会
）
に
協

賛
し
た
。
同
大
会
は
１
９

９
０
年
か
ら
開
催
さ
れ
て

い
る
長
野
県
唯
一
の
ト
ラ

イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
で
、
共

栄
火
災
は
ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
活
動
支
援
の
一
環
と
し

て
第
１
回
大
会
か
ら
30
年

間
、
継
続
し
て
協
賛
し
て

い
る
。

　
夏
の
野
尻
湖
を
舞
台
に

開
催
さ
れ
る
同
大
会
は
、

豊
か
な
自
然
の
中
で
野
尻

湖
を
泳
ぐ
１
・
５
㌔
㍍
の

ス
イ
ム
、
湖
畔
を
周
回
す

る
45
㌔
㍍
の
バ
イ
ク
、
そ

し
て
信
濃
町
高
原
を
走
る

11
㌔
㍍
の
ラ
ン
の
３
種
目

で
争
わ
れ
た
。
今
年
は
第

30
回
の
記
念
大
会
と
し

て
、
全
国
各
地
か
ら
個
人

の
部
に
３
２

１
人
、
リ
レ

ー
の
部
に
12

チ
ー
ム
・
36

人
の
合
計
３

５
７
人
の
ト

ラ
イ
ア
ス
リ

ー
ト
が
エ
ン

ト
リ
ー
し
、

日
頃
の
練
習

の
成
果
を
存

分
に
発
揮
し

た
。

　
個
人
総
合
男
子
で
は
杉

山
太
一
選
手
（
35
歳
、
静

岡
県
）
が
ス
イ
ム
の
遅
れ

を
バ
イ
ク
と
ラ
ン
で
取
り

戻
し
、
２
時
間
23
分
52
秒

で
優
勝
、
前
回
準
優
勝
の

雪
辱
を
果
た
し
た
。

　
ま
た
、
個
人
総
合
女
子

で
は
野
口
ま
な
み
選
手

（
20
歳
、
新
潟
県
・
学

連
）
が
ス
イ
ム
か
ら
ト
ッ

プ
を
守
り
２
時
間
38
分
15

秒
で
２
年
連
続
の
優
勝
、

リ
レ
ー
で
は
チ
ー
ム
マ
ツ

ザ
ワ
が
２
時
間
49
分
24
秒

で
優
勝
し
た
。

　
同
大
会
は
、
信
濃
町
の

多
く
の
町
民
が
軽
食
・
飲

料
の
補
給
所
や
交
通
整
理

な
ど
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
参
加
し
て
お
り
、
信

濃
町
の
地
域
振
興
的
な
恒

例
行
事
と
し
て
定
着
し
て

い
る
。
共
栄
火
災
は
、
こ

の
よ
う
な
地
域
が
一
体
と

な
っ
て
開
催
さ
れ
る
ト
ラ

イ
ア
ス
ロ
ン
や
市
民
マ
ラ

ソ
ン
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
活
動
を
積
極
的
に
支

援
し
て
い
く
考
え
だ
。

『
交
通
事
故
に
お
け
る
医
療
費
・
施
術
費
問
題（
第
３
版
）』

江
口
保
夫
・
江
口
美
葆
子
・
古
笛
恵
子
　
共
著

書　評

野
尻
湖
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
に
協
賛

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
を
積
極
的
に
支
援

共栄火災

男子は杉山選手が逆転優勝


